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科学的ボうン:'1-(I'-'試験で高率 沌700)に発疹が発現し

た.この発症機序解明のために,炎症性1)ンホカインL'1

-つである自lfll球遊走阻山田∫-(lJMln 産生誘発作用

について検討した.方法は､It:,常人(T)りンべ球と薬剤

(CF(二･IJ.FR.Olうおよび十√(ト ージ㍉1ンL']lPIIA)杏

ス平板法を用いて,遊走指数 (MI)値を求めた.その

結果,3斉り中 FR だけが PH_A 上同様に, 対照群に比

べ有意 LI)<0.00llに九/TT値を卜十ドた.更(こ,PHA+FR

群だ王,十が PHA に比べ有意 (p<0.005)に低い MI値

並び;･こ 1-)HA LT)Lh:JIIF産生増強作用を有していること

が示され.これと､Itり作用に上･'lドtくがβ-う')ヤム剤

過敏症の藩発能を高めることが示唆された.
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･卜児の耳郎閃喉科領域感染症では感染が遷延化し比較

的長期の抗生物質使用が必要となる場合があるが,これ

に伴う菌交代現象や 九･ⅡCLT)変化に関する報吾はr樟こい.

今回は2週間の CL,fLICIor使用を要した症例を対象とし,

使頗前後の上咽頭検出菌の変化を検討した.対象は平成

3年2月よ･'112j]までの101弓l間に当科で治療した小l,E]L

急性中耳炎29名,慢性副鼻腔炎急性増悪例且嶺名手溶連菌

性咽頭炎1)名計ilL-)名である.そJ)結果は菌消失例16名,

南残存例29名で菌交代は3名にjli､-'わた.また前後に H.

innuen7.aeが検出された症例26名中5名に Cefaclorに

対する Ⅶ Cの変動を認めた.

9)マクロライ ド系抗生物質透析愚老好中球の

活性酸素産生能に及ぼす即響

還
即 豊 ･青木 信樹
沢 哲也･薄田 芳丸 (倍楽園病院内科)

易感簸性である透析患者において,マタ田ライド系抗

生剤である JM,RXM,EM の3割が,好中球機能の

活性酸素産生能に与える影響を,透析患者10名,健常着

6名において.全血の′Lミ/--JL･増強微弱発光法Cこて検

討 した.発光刺激剤は Ops(111izedZylllOSall(OZ上

敷終濃度が lOO.〃g:mlとなるようにし､80倍iこ希釈し

た全血とともに室温15分.37℃3分間1'ン■キ:Lベ-トし

LJ:I69

LB9505で測定t.た.l~くXM は,透析患者,健常者と

も好中球n inTit.ro活性酸素産生巌 (最大発光強度

CLmax工 産生速度 (1..2最大発光到達時間 (Tト2日

を抑制し､特iこ透析愚考でその傾向は強かつた.Jh.[1は

CLmaxを増強させる憤T:-iJがあった.I.一･,･''口ニラでド剤は,

その構造によ冊巨卜球にIj-A;とる影響が牲-/rLlる.RXM は

好中球の活性酸素を抑制することをこより争慢性炎症など

(･7)組織障害を軽減するこ!二が推測される. 一方で.透析

患者(-･')急性細菌感染症には注意すべき 上里かれる.

10)MRSA 実験眼内炎に対する AI31くLT)治療

阿部 達也･宮尾 益也
本LLは り千･大Jf_f -l卜夫 (震雛 叢 学部)

目的 :j千二日ン耐性苗色イドrL,7球菌 thr11RSAl実

験眼内炎を作成し, これに対し1'JLベカニン LJゝBKl

硝子体内注入を行いその治療効果を判定する.

対象及び方法 :成熟白色家兎2逢匹48眼を使周した,臨

床分離された MRSA l株を培養し.10̀lcFU mlLT)

菌液に調整し硝子休内に接憧した.AlうK 5OO!Lg.mlお

よびメチシリソ 2mg/mlをそれぞれ菌液接種6時間後
及び12時間後iこ硝子佃勺注入し,Ll群に分けた.(各群

6匹6眼ずつ1他眼はすべて無治療ニtントロ-′し群LL_し

た.経時的に臨床T-<二11上牧び眼内生菌数を測定した.

結果 :臨床スコアでは,コソトロ-ル群及びメチシリ

の前房内炎疲のみだった.硝子体内生菌数は,メチシリ

ン投与群はこlントロー-JL群と(/')間に有意差はなかった.Jll:SI〈

投与群では投与直後の観察時に()となった.

ll)経尿道的前立腺切除術におけるオ~7r｢キ叶

シソの前立腺組織濃度と術後感染予防につ
いて

露下 葉嘉 碩 鳴 祐1 悪質鉱 字病院)

新潟殿下且9施設で経口剤のオフロキサシソによる経尿

道的前立腺切除術後(Jl感染予防を試ムるとともに.血清

および前立腺阻織液慶を測定した.オフロキサシソは術

前口に 60Omg分3.当口は3かiゝ)6時間前iここiOOmg.

そして第一病口の朝または昼よL)f呼び経F]投与した.総
症例数は90例で投与後3かL.)6時間の血清濃度は :1.95

から 3.47FLg:ml.前立腺濃度は4.39か上､-2.31/Lg:冒

で,前立腺 血清濃度比は1.08から0.83であった.柿
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例,CNS 2例を中心とする11倒 し12%)であった.柿

後3週日の発現菌も11例であったが.やはりプラム陽惟

球菌が多か-､た. 臨床検査値の異常および自覚的副作用

は8例iこム{-Ilたが.いずれも軽度であー-1た.

12)工PM./CS および AMK が.有効であ･-)
た M.chel()IlaeSubsp.abseessusに
よる肺感染症

川島 崇･来生 暫 く国立高山病院内科)

症例は,53歳.女性.高血圧･ノミ-キン･/ン病等にて

加療中であったが,結核の既往はなか-､た.･二ifi一成3年12

月より.夜間の咳噺が続き.平成4年2月18[-::Iに.近医

を受診 し.検峡で.Gaffky 2号を指摘され 当院iこ紹

介入院 した.略横より,M.chelonaesutxp.at芯eCSSuS

のみが分離され 胸部レ線では,両肺野に,浸潤影を認

めた.抗結核薬全てに感受性無 く, デ ･(了､')法によ;)感

受性のある AMK,IPM:::CS の使用により,症状,胸

部レ線像が改善L,排菌もふi--れなくな-つた.

M.chelonaesut芯p.abscessusによる肺感染症は.

稀であi),抗結核薬はすべて無効とされ 治療薬はない

tl二云われている. しかし,今回の症例は,抗結核薬以外

の抗生剤に感受性がみllT)Ilたため使用して.有効であー-)

た.

13)菌血症の予後について

:._H:. '･!;I:;L!. I ･･了 ∴ ~

1976--･1990年に当科で経験 したのベ208例の菌血症

の予後を検討 した.

総計では,144例 (69.2%L)が除菌され 64例が死亡

した.基礎疾患別では,白血病では除菌31例 (57.490㌦

他の血液疾患では除菌13例 (61.99/6ノ上 悪性腫壕では除

で糸′-,た.肺炎合併例は,除菌35例 (49.3Q･b)で,育

意 iこ 予 後 不 良 であった.主な起炎菌別では,MSSAで

細菌属で除歯39例 (84.890/),P.aeruginosaで除菌13

討する上 平均5.1±8.3日であり.3日lM勺の死亡が40

例 (62.50/6)-'であった.

この結果より,菌血症では血液培養判明前の empiric

therapyにおける抗菌剤選択が最 も菰要であると考え

i.1れる.
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